
令和７年度学校業務改善伴走型支援業務企画提案競技 質問への回答 

 

仕様書の 

該当箇所 
質問 回答 

仕様書４ 本事業は昨年度の事業を引き継いで実施されることが望ま

しいと思います。事業の連続性の観点から昨年度の実施内容

や報告書の確認などを企画提案の前に行うことは可能でしょ

うか？ 
 

令和６年度における企画提案競技の仕様書（案）を添付し

ますので、参考としてください。 

仕様書 

４（１）ア 

前年度の８校では、どのような支援や実践を行い、どのよ

うな効果があったのか、今年度はそれをどのように活かすつ

もりか可能な範囲で教えてほしい。 
 

令和６年度における企画提案競技の仕様書（案）を添付し

ますので、参考としてください。 

  

仕様書 

４（１）ア 

「令和６年度学校業務改善伴走型支援業務」では小中高校

合計８校への支援だったが、「令和７年度学校業務改善伴走型

支援業務」では１００校程度となっている。学校数が大幅に

増加した理由や背景を教えてほしい。 
 

本事業では、教育委員会の職員が、学校への伴走型支援を

持続的に行うことができるようになることを目的の一つとし

ており、学校への伴走者として、外部コンサルタント（受注

者）から手法を学んだ教育委員会職員が加わることを考慮し、

設定したものです。 
 

仕様書 

４（１）ア 

１００校の内訳は、県立や地域を問わず小中高校の数をト

ータルしたものか。また、学校の選定はどのように行うのか。 

(学校の希望制、教育委員会が主導で決める など） 
 

県内公立学校（小学校、中学校、高等学校、特別支援学校）

４６０校からの希望制とします。 

仕様書 

４（１）ア 

個別伴走型支援をするにあたり、1 件とカウントする条件

や基準を教えてほしい。 

・対面訪問のみか、オンライン支援も含むのか  

・各学校に対する支援時間や回数の目安、支援の最小単位に

ついて（例：月○回、○時間以上など）  

・その他あれば 

・ 対面訪問は、１校につき１回以上、所要時間は１回当た

り６０分～９０分程度を想定しています。 

・ 支援方法について、対面訪問のほか、オンラインを活用

した支援をご提案いただくことは差し支えありません。 

・ その他、個別伴走型支援の実施方法については提案によ

るものとします。 
 



仕様書 

４（１）ア 

・教育委員会などに自発的に業務改善を実施してもらう為に

は、各現場でより具体的な実証テストやデモの実施が必要だ

と考えております。その際に利用するサービス、商品等の金

額負担は本事業に含まれるという理解で宜しかったでしょう

か（受託者の裁量と費用負担で実施するという考え方で宜し

かったでしょうか）？ 

・企画を行う際に学校等の現状の IT 環境の理解も重要と考

えております。市町村の環境把握は難しいと思いますが、県

教育委員会様及び県立学校のネットワーク構成や利用してい

る主な ITツール等の情報開示は可能でしょうか？ 
 

・ 本事業では、学校が自発的・主体的に校内の業務改善を

進めることができるようにすることを目的としていること

から、学校がその裁量の範囲でできる業務改善に取り組む

ことを想定しております。 

・ 従って、各学校がその学校の予算の範囲内において主体

的に設備を導入する場合を除き、本事業において設備等の

整備を行うことは想定しておりません。 

仕様書 

４（１）ア 

４（２）イ 

教育委員会の実践とは具体的にどのような活動を指すのか

教えてほしい。 

 

 

・ 仕様書４（１）県内公立学校への個別伴走型支援におい

て、外部コンサルタント（受注者）が学校に対して行う支

援の手法を、仕様書４（２）教育委員会職員への研修によ

り教授いただきます。 

・ 教育委員会職員は、外部コンサルタント（受注者）から

教授いただいた手法を、個別伴走型支援を希望する学校で

実践することとし、外部コンサルタント（受注者）と、手

法を学んだ教育委員会職員とで１００校程度への学校支援

を行うことを想定しています。 
 

仕様書 

４（４） 

講演などを行う際に弊社以外の外部講師等に依頼をしても

問題ないようでしょうか？またその際の費用負担は本事業に

含まれるという理解で宜しかったでしょうか？ 
 

お見込みのとおりです。 

 


